ビジネス・コミュニケーション　ルーブリック評価表
	学習項目
	評価の観点
	評価方法
	Ａ（十分に満足できる）
	Ｂ（おおむね満足できる）
	Ｃ（努力を要する）
	評価ポイント

	第1章　ビジネスとコミュニケーション
	知識・技能
	ペーパーテスト，確認問題１～３，ワークブック等，知識を問う問題の正答率をもとに評価
	正答率が80％以上であり，第1章の学習内容について十分な知識と技能が身についている。
	正答率が60％以上であり，第1章の学習内容についてある程度の知識と技能が身についている。
	正答率が60％未満であり，第1章の学習内容について知識と技能の習得に努力を要する。
	正答率のパーセンテージについては，クラスのレベルなどに応じて調整する。

	
	思考・判断・表現
	レポート，確認問題４，「考えてみよう」「やってみよう」等の解答内容をもとに評価
	□ 記述の内容が正確である。
	□ 記述の内容がある程度正確である。
	□ 記述の内容が不正確である。
	A
	（評価例）
評価規準の各項目について，A,B,Cの中から最も当てはまる項目の□にチェックマークをつけ，A,B,Cの総数などにより評価をつける。左段の例の場合，Aが2つ，Bが4つのため，B評価となる。
また，評価項目についてはレポートなどの内容に応じて調整する。

	
	
	
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図をおおむね正確にとらえられている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえられていない。
	B
	

	
	
	
	□ 必要なポイントをおさえ，分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントをおおむねおさえ，記述がある程度分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントについて具体的な記述がない。
	B
	

	
	
	
	□ 自分の意見が明確に記述されており，論理的である。
	□ 自分の意見がある程度記述されている。
	□ 自分の意見が記述されていない，または論理的でない。
	B
	

	
	
	
	□ 誤字，脱字，文法等の問題がない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が少ない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が多い。
	A
	

	
	
	
	□ 実現性，発展性の高い意見を記述している。
	□ 実現性，発展性がある意見を記述している。
	□ 実現性，発展性の低い意見を記述している。
	B
	

	
	主体的に学習に取り組む態度
	授業中の挙手などによる発言，グループワークの取り組み方，調べ学習などに対する取り組み方などをもとに評価
	発言・発表などを積極的におこなっている。また，グループワークでは協調性をもって主体的にメンバーと協力し，調べ学習などにも真剣に取り組んでいる。
	発言・発表などをある程度おこなえている。また，グループワークではメンバーと協力し，調べ学習などにも取り組んでいる。
	発言・発表などをほとんどおこなっていない。また，グループワークではメンバーとの協力に努力を要する。調べ学習などに取り組んでいない。
	

	第2章　ビジネスマナー
	知識・技能
	ペーパーテスト，１節確認問題１～８，２節確認問題１～７，３節確認問題１～２，ワークブック等，知識を問う問題の正答率，「やってみよう」の実践などによるビジネスマナーの習得の度合いなどをもとに評価
	正答率が80％以上であり，第2章の学習内容について十分な知識と技能が身についている。また，適切なビジネスマナーを身につけている。
	正答率が60％以上であり，第2章の学習内容についてある程度の知識と技能が身についている。また，適切なビジネスマナーをおおむね身につけている。
	正答率が60％未満であり，第2章の学習内容について知識と技能の習得に努力を要する。また，適切なビジネスマナーが身についていない。
	正答率のパーセンテージについては，クラスのレベルなどに応じて調整する。

	
	思考・判断・表現
	レポート，２節確認問題８，３節確認問題３，「考えてみよう」等の解答内容をもとに評価
	□ 記述の内容が正確である。
	□ 記述の内容がある程度正確である。
	□ 記述の内容が不正確である。
	
	評価項目についてはレポートなどの内容に応じて調整する。

	
	
	
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図をおおむね正確にとらえられている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえられていない。
	
	

	
	
	
	□ 必要なポイントをおさえ，分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントをおおむねおさえ，記述がある程度分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントについて具体的な記述がない。
	
	

	
	
	
	□ 自分の意見が明確に記述されており，論理的である。
	□ 自分の意見がある程度記述されている。
	□ 自分の意見が記述されていない，または論理的でない。
	
	

	
	
	
	□ 誤字，脱字，文法等の問題がない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が少ない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が多い。
	
	

	
	
	
	□ 実現性，発展性の高い意見を記述している。
	□ 実現性，発展性がある意見を記述している。
	□ 実現性，発展性の低い意見を記述している。
	
	

	
	主体的に学習に取り組む態度
	授業中の挙手などによる発言，グループワークの取り組み方，調べ学習，ビジネスマナーの実践などに対する取り組み方などをもとに評価
	発言・発表などを積極的におこなっている。また，グループワークでは協調性をもって主体的にメンバーと協力し，調べ学習などにも真剣に取り組んでいる。
	発言・発表などをある程度おこなえている。また，グループワークではメンバーと協力し，調べ学習などにも取り組んでいる。
	発言・発表などをほとんどおこなっていない。また，グループワークではメンバーとの協力に努力を要する。調べ学習などに取り組んでいない。
	

	第3章　ビジネスにおける思考の方法とコミュニケーション
	知識・技能
	ペーパーテスト，１節確認問題２～３，２節確認問題1～４ワークブック等，知識を問う問題の正答率をもとに評価
	正答率が80％以上であり，第3章の学習内容について十分な知識と技能が身についている。
	正答率が60％以上であり，第3章の学習内容についてある程度の知識と技能が身についている。
	正答率が60％未満であり，第3章の学習内容について知識と技能の習得に努力を要する。
	正答率のパーセンテージについては，クラスのレベルなどに応じて調整する。

	
	思考・判断・表現
	レポート，１節確認問題１，「考えてみよう」「やってみよう」等の解答内容をもとに評価
	□ 記述の内容が正確である。
	□ 記述の内容がある程度正確である。
	□ 記述の内容が不正確である。
	
	評価項目についてはレポートなどの内容に応じて調整する。

	
	
	
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図をおおむね正確にとらえられている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえられていない。
	
	

	
	
	
	□ 必要なポイントをおさえ，分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントをおおむねおさえ，記述がある程度分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントについて具体的な記述がない。
	
	

	
	
	
	□ 自分の意見が明確に記述されており，論理的である。
	□ 自分の意見がある程度記述されている。
	□ 自分の意見が記述されていない，または論理的でない。
	
	

	
	
	
	□ 誤字，脱字，文法等の問題がない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が少ない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が多い。
	
	

	
	
	
	□ 実現性，発展性の高い意見を記述している。
	□ 実現性，発展性がある意見を記述している。
	□ 実現性，発展性の低い意見を記述している。
	
	

	
	主体的に学習に取り組む態度
	授業中の挙手などによる発言，グループワークの取り組み方，調べ学習などに対する取り組み方などをもとに評価
	発言・発表などを積極的におこなっている。また，グループワークでは協調性をもって主体的にメンバーと協力し，調べ学習などにも真剣に取り組んでいる。
	発言・発表などをある程度おこなえている。また，グループワークではメンバーと協力し，調べ学習などにも取り組んでいる。
	発言・発表などをほとんどおこなっていない。また，グループワークではメンバーとの協力に努力を要する。調べ学習などに取り組んでいない。
	

	第4章　ビジネスと外国語
	知識・技能
	ペーパーテスト，１節確認問題１～２，２節確認問題１～２，３節確認問題１～２，４節確認問題１，ワークブック等，知識を問う問題の正答率をもとに評価
	正答率が80％以上であり，第4章の学習内容について十分な知識と技能が身についている。
	正答率が60％以上であり，第4章の学習内容についてある程度の知識と技能が身についている。
	[bookmark: _GoBack]正答率が60％未満であり，第4章の学習内容について知識と技能の習得に努力を要する。
	正答率のパーセンテージについては，クラスのレベルなどに応じて調整する。

	
	思考・判断・表現
	レポート，1節確認問題p.95，２節確認問題p.125，３節確認問題p.147，４節確認問題２～４等の解答内容をもとに評価
	□ 記述の内容が正確である。
	□ 記述の内容がある程度正確である。
	□ 記述の内容が不正確である。
	
	評価項目についてはレポートなどの内容に応じて調整する。

	
	
	
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図をおおむね正確にとらえられている。
	□ 設定されたテーマに対し，意図を正確にとらえられていない。
	
	

	
	
	
	□ 必要なポイントをおさえ，分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントをおおむねおさえ，記述がある程度分かりやすくまとめられている。
	□ 必要なポイントについて具体的な記述がない。
	
	

	
	
	
	□ 自分の意見が明確に記述されており，論理的である。
	□ 自分の意見がある程度記述されている。
	□ 自分の意見が記述されていない，または論理的でない。
	
	

	
	
	
	□ 誤字，脱字，文法等の問題がない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が少ない。
	□ 誤字，脱字，文法等の問題が多い。
	
	

	
	
	
	□ 実現性，発展性の高い意見を記述している。
	□ 実現性，発展性がある意見を記述している。
	□ 実現性，発展性の低い意見を記述している。
	
	

	
	主体的に学習に取り組む態度
	授業中の挙手などによる発言，グループワークの取り組み方，調べ学習などに対する取り組み方などをもとに評価
	発言・発表などを積極的におこなっている。また，グループワークでは協調性をもって主体的にメンバーと協力し，調べ学習などにも真剣に取り組んでいる。
	発言・発表などをある程度おこなえている。また，グループワークではメンバーと協力し，調べ学習などにも取り組んでいる。
	発言・発表などをほとんどおこなっていない。また，グループワークではメンバーとの協力に努力を要する。調べ学習などに取り組んでいない。
	



